
 

 

先日行われた土曜参観及び引き取り下校訓練の際には、保護者の皆様にご参加ご協力いた 

だき、誠にありがとうございました。参観では、低・中・高の学年で、吹田市で推し進めて 

いるデジタル・シティズンシップ教育の授業をご覧いただきました。 

デジタル・シティズンシップ教育とは、現代社会が ICT 機器やインターネットを抜きにし 

ては成り立たないことを前提に、ウェルビーイングの視点から、それらを積極的に活用し、 

社会に参画するために必要な能力を身につける教育です。 

これからのデジタル社会を生きていく子どもたちを考えるとき、子どもたちに必要な力が 

いくつかあると思います。第一に、インターネット上での個人情報やプライバシーの保護に 

ついての知識を得ることです。安全なオンライン環境の確保やパスワードの管理などについ 

て学ぶ必要があります。第二に、デジタル社会では情報が溢れており、正しい情報の選別や 

信頼性の判断が求められます。子どもたちは情報源を見極め、情報を批判的に評価する力が 

必要です。第三に、デジタルコミュニケーション能力です。オンライン上でのコミュニケー 

ションは非対面で行われるため、適切な言葉遣いやネット上のマナーを身につけ、相手に伝 

えることができるようにならなければなりません。最後に、デジタル機器の使用時間の管理 

が重要です。デジタル機器の過剰な使用による運動不足・睡眠不足は身体的・精神的な健康 

に悪影響を及ぼす可能性があります。 

私はもとよりほとんどの保護者の皆様が小学生のころには、学ぶ 

ことがなかった知識だと思いますので、是非、お子様から話を聞き、 

共有していただきたいです。また、スマホやタブレット・ゲームな 

どを使用する機会が増える夏休みに向け、ご家庭でもデジタル機器 

を使用するときのルールや約束などを今一度確認してほしいと思い 

ます。                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 

 
令和５(２０２４)年１１月２９日発行 

吹田市立千里第三小学校 
吹田市千里山西２丁目１３番１号 
              電話（０６）６３８６－０８３１ 

千里第三小学校教育目標 

「ともに学び ともに育つ」 

一中ブロック めざす子ども像 

＊人権尊重の精神を持ち、人と社会とよりよくかかわっ

ていける子ども 

＊落ち着いて主体的に学習に取り組む子ども 

＊規律を理解しすすんで守る子ども 

１２月号 

    人 を 想 う 

                   校 長  江 下  毅 

  

早いものでもう 12 月。インフルエンザの感染が少しずつ広まってきているようですが、本校で

はまだ元気に登校してくれている子どもたち。たくさんの子どもたちが休み時間も外に出て、思い

っきり体を動かしながら遊んでいます。 

先日は音楽会にたくさんの保護者の皆様に参観いただきありがとうございました。2 学期の子ど

もたちの頑張りと成長を感じて頂けたのではないかと思います。２学期の大きな行事もすべて行う

ことができました。また、月末には個人懇談をさせていただきました。２学期までのお子様の様子

や学習についてお話をしましたが、その際に聞かせていただいたご意見なども踏まえ今後の指導に

活かしてまいりたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。 

クイズです。「はじめは4本足、途中が2本足、最後の方は3本足。この生き物はなぁんだ。」お

子様と一緒に考えてみてください。答えはヒトです。ヒトという生き物は、赤ちゃんの時はハイ

ハイをするので、4本足で歩きます。子どもや大人は2本足で歩きます。お年寄りになると、杖を

ついて歩くので3本足と考えます。昔から世界中で使われているクイズ（なぞなぞ）です。 

このクイズは私たちに何を教えてくれるのでしょうか。私は、ヒトは多様であり、変化していく

存在ということだと感じています。今は元気でも、いつどうなるかわからない。自分が幼いころ、

何も出来なかったころ、周りの人に助けられて成長してきた。だからこそ、普段からお互いに認め

合い、お互いに支えあうことが大切だと改めて考えさせられました 

日本では 12月 4日から 10日の 1週間を「人権週間」と定め、全国各地で集中的に人権啓発活動

を行い、基本的人権の尊重を広く国民に呼びかけ、人権意識の高揚を図る取り組みを実施する期間

としています。この取り組みは、1948 年（昭和 23 年）12 月 10 日の第 3 回総会において，世界に

おける自由，正義及び平和の基礎である基本的人権を確保するため，全ての人民と全ての国とが達

成すべき共通の基準として，世界人権宣言を採択し 12月 10日を「人権デー」と定めました。それ

を受け、法務省の人権擁護機関では，1949 年（昭和 24 年）から毎年，人権デーである 12 月 10 日

を最終日とする 1週間を「人権週間」と定め、今年でなんと第 75回を迎えます。 

私たちは、学校の中でも家庭でも、そして地域でも、自分だけではなくたくさんの人との関わり

の中で生活をしています。その中で、『自分が今どうすることがいいか？』を選択し行動をして過ご

しています。この自分の選択が、人に嫌な思いだけをさせる結果になっていないか。どうすること

がお互い気持ちよく過ごすことができるのか。言葉や行動を選択するときに、少し考えることがで

きると、また違った毎日を過ごすことができるのではないか。この小さな選択。何かを感じたり思

ったりしたときの「考え」「行動」「言葉での伝え方」。その選択の積み重ねが、最終的に自分の生き

方につながってくるように感じています。 

この年に一度の「人権週間」を機に、「人を想う」という気持ちを大切にし、お互いがお互いを支

え合い、助け合うことができるような日々の言動の選択について、子どもたちとも一緒に考えてみ

たいと思います。 

 

1 水 元旦

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水 始業式　11:15下校

9 木 4時間授業　給食開始　二測定６年

10 金 4時間授業　二測定５年

11 土

12 日

13 月 成人の日

14 火 二測定４年

15 水
ほんわか　外国語公開授業（2-4）二測定３年

児童委員会⑨　太陽の広場（1.3.5.6年）

16 木 二測定２年

17 金 火災避難訓練　二測定１年

18 土 ぐうちょきぱあ⑩

19 日 吹田市一斉合同防災訓練

20 月 火災避難訓練予備日

21 火

22 水
一日参観（2～4限）　４時間授業

太陽の広場（2.4.5.6年）

23 木
吹田市教育美術展

24 金 ５年非行防止教室

25 土

26 日

27 月 ６年薬物指導５限

28 火

29 水 クラブ④

30 木
４時間授業13：10下校　インクルーシブ研究授業

（2-5・3-6・5-2のみ５時間目研究授業14：20頃下校）

31 金 学校徴収金振替日

１月行事予定

1 日 関大クラブ体験

2 月

3 火

4 水
４時間授業　ほんわかタイム　教育相談

太陽の広場（1.3.5.6年）

5 木 ６年コリアンタウン

6 金

7 土 ぐうちょきぱあ⑧

8 日

9 月

10 火
全校集会

デジタルシティズンシップ公開授業（4-5）

11 水 児童委員会⑧　太陽の広場（2.4.5.6年）

12 木

13 金

14 土

15 日 一中制服採寸日10：00～13：00（一中体育館）

16 月

17 火
４年えいごキッズ

18 水
クラブ③

19 木

20 金 ３年ゲストスピーカーアメリカ

21 土 ぐうちょきぱあ⑨

22 日

23 月 給食最終

24 火 終業式　11：15頃下校

25 水
冬季休業開始

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

１２月行事予定



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタル・シティズンシップ教育とは？ 

DC 教育とは、現代社会が ICT機器やインターネットを抜きにして成り立たないことを前提に、ウェル

ビーイング（身体的・精神的・社会的に良好な状態にあること）の視点から、それらを積極的に活用し、社

会に参画するために必要な能力を身に付ける教育です。  

授業では教材として取り扱っているエピソードを自分事として捉えながら、「立ち止まる」、「自分の感情 

（気持ち）に向き合う」、「考える」、そして「行動にうつす」という４つのステップを通して学び、スキルと行

動を身に付けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタル・シティズンシップ教育の３本柱 

①インターネットの世界は公共の場 （仮想空間も現実空間も同じ） 

②ICT を責任を持って積極的に使う 

③立ち止まって考える （共感：相手の立場に立って） （ウェルビーイングの視点で） 

＋ SUN ネット端末は学習用 

 

                                   

おうちの方からの感想 

◆テーマ『動画投稿アプリとの付き合い方』 

  〇よく、悪質な動画について、ニュースになっていますが、人として常識のある行動を取ること、その場の  

    ノリや空気に流されると人生が狂うほどの社会的制裁が待っていると話し合いました。  

  〇ICTの急速な発達により、子どもだけでなく大人もよくわからないまま新しいサービスを利用してしま 

   っていることも多いと思います。 学校で、このようなテーマについて考える機会を設けていただけること 

   は 大変ありがたいです。個人情報の大切さやデジタルタトゥーの問題については繰り返し話をしていく 

   必要があると思います。                     

                                         

 

おうちの方からの感想 

◆テーマ『インターネットの使い方』 

 〇子どもが理解できているのかと思ったので、最初から話してもらい、もう一度ネットでの怖さ、自分

が思っていなくても、いじめにつながることを話しました。授業でしてくださるのは親として、とてもあ

りがたいなと感じ、子どもと話す機会になりました。 

  〇こどもたちには今後、いじめにつながるような使い方をしないように気を付けてほしいと同時に、い

じめにつながるような書き込みを見つけたら「ふさわしくないのでは」と指摘できるようになってくれ

ればいいなと思います。 


